
気候変動と持続可能な開発への影響 

プログラム 

平成１７年１０月１６日 

１日目：１０月１４日（金） 

13:00～16:00  ＶＧ（ヴァーチャルグローブ） ＮＧＯ/ＮＰＯ会議 

18:00～  ウェルカムレセプション  

          

２日目：１０月１５日（土） 

10:00～11:00  開会式 

・主催者挨拶  斎藤 十朗 ＧＥＡ会長  (５分) 

・おことば      皇太子殿下         （５分） 

・来賓挨拶      内閣総理大臣        （５分） 

・特別講演  パウル・クルッツェン  （３０分） 

マックスプランク研究所理事長 

ノーベル化学賞受賞（１９９５年） 

「人間の活動が与える自然環境への影響 ～科学的知見と政策との連携～」 

 

11:45～12:45  昼食会 

・挨拶（共催省大臣） 

 

13:00～14:40  全体会合 

・議長選出  

・日程等説明（議事の流れ、日程 等） 

～14:40 

 

セッション１．「気候変動に関する最新の科学的知見の現状」 

・リードオフ （１５分） 

   クラウス・テプファー（国連環境計画（UNEP）事務局長） 

藤谷 徳之助 （気象庁 気象研究所長） 



・ディスカッサント （各５分）  

  住 明正 （東京大学気候システム研究センター教授）

 ・自由討論  （約５０分程度） 

 

14:40～15:00  コーヒーブレーク 

 

15:00～16:30 

セッション２．「気候変動と水管理・食糧安全保障・災害リスク管理」 

 ・リードオフ（１５分） 

     イアン・ジョンソン （世界銀行副総裁） 

 ・ディスカッサント （各５分） 

 （水管理）    竹村 公太郎（（財）リバーフロント整備センター理事長） 

 （食糧安全保障） 堀江 武 （京都大学大学院農学研究科教授） 

 （災害リスク管理）宝 馨 （京都大学防災研究所副所長・教授） 

 ・自由討論 （６０分） 

 

16:30～16:45 ブレーク 

 

16:45～18:15 

セッション３．「気候変動緩和対策・適応戦略及び技術・技術移転及び共同研究」 

  （第一部 気候変動緩和対策・適応戦略及び技術） 

・リードオフ （各１５分） 

     セス・オサフォ（ＵＮＦＣＣＣ 

政府間・リーガルアフェアーズプログラム 上席法律顧問） 

     ・ディスカッサント （各５分） 

     西岡 秀三 （国立環境研究所理事） 

・ 自由討論 （５０分程度） 

 

19:00～  ウェルカムパーティー     （於：飯倉公館） 

 



３日目：１０月１６日（日） 

9:00～10:15 

セッション３．「気候変動緩和対策・適応戦略及び技術・技術移転及び共同研究」 

（第二部 技術移転及び共同研究） 

・リードオフ （各１５分×２） 

     ぺーター・へニケ （ヴッパタール研究所所長） 

     ハンス・ファン・ヒンケル （国連大学学長） 

・ディスカッサント （各５分） 

     周 大地 （中国国家計画委員会エネルギー研究所所長） 

     ヴォー・クイー （ベトナム国家大学ハノイ校 

             CRES(環境学と天然資源管理センター)名誉センター長) 

・自由討論 （４０分程度） 

 

10:15～10:30 コーヒーブレーク 

 

10:30～12:00 

セッション４．「持続可能な開発のための政策の選択」 

・リードオフ    （１５分）      

マイケル・マッケルロイ （ハーバード大学教授、  

環境センター長） 

・ディスカッサント （各５分） 

     山口 光恒 （帝京大学経済学部教授） 

・自由討論 （６０分程度） 

12:00～14:00  昼食会 

・挨拶（共催省大臣） 

14:00～15:30  総括セッション 

・自由討論 

・議長総括 

 ・閉会 


	平成１７年１０月１６日

